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重粒子線がん治療装置の研究開発について

※

次
頁
へ
つ
づ
く

　

現
在
稼
働
中
の
日
本
の
重
粒
子
線
が

ん
治
療
装
置
は
、
千
葉
県
（
重
粒
子
医

科
学
セ
ン
タ
ー
病
院
）
、
群
馬
県
（
群

馬
大
学
重
粒
子
線
医
学
研
究
セ
ン

タ
ー
）
、
兵
庫
県
（
兵
庫
県
立
粒
子
線

医
療
セ
ン
タ
ー
）
、
佐
賀
県
（
九
州
国

際
重
粒
子
線
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
）
の

４
施
設
で
あ
り
、
神
奈
川
県
（
県
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
i-

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
）
で
１
施
設

を
現
在
建
設
中
で
す
。
こ
の
た
め
、
現

在
、
東
北
地
域
は
重
粒
子
線
が
ん
治
療

装
置
の
空
白
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
形
大
学
で
は
、
こ
う
し
た
点
や
重

粒
子
線
が
ん
治
療
の
優
れ
た
特
長
、
治

療
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
、
山
形
モ
デ
ル

の
重
粒
子
線
が
ん
治
療
装
置
の
附
属
病

院
敷
地
内
へ
の
早
期
の
設
置
・
治
療
開

始
（
平
成
27
〜
29
年
度
：
施
設
整
備
、

平
成
30
年
度
中
：
治
療
開
始
）
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

山
形
モ
デ
ル
の
重
粒
子
線
が
ん
治
療

装
置
は
、
よ
り
一
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
実
現
し
、
敷
地
面
積
の
狭
い
都
市
総

合
病
院
へ
の
接
続
を
可
能
と
す
る
設
計

と
し
、
国
内
外
へ
の
普
及
・
輸
出
も
期

待
さ
れ
る
次
世
代
型
の
「
エ
コ
型
・
総

合
病
院
接
続
型
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施

設
」
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
は
、

①
治
療
に
必
要
な
時
だ
け
装
置
を
動
か

す
最
適
な
運
転
方
法
の
確
立
に
よ
る

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
、

②
装
置
の
キ
ュ
ー
ブ
型
配
置
（
立
体
的

配
置
）
の
採
用
、
装
置
の
小
型
化
等

に
よ
る
「
省
ス
ペ
ー
ス
」
、

③
最
新
の
重
粒
子
線
照
射
法
（
ス
キ
ャ

ニ
ン
グ
照
射
法
）
の
採
用
に
よ
る
患

者
ご
と
に
作
成
す
る
重
粒
子
線
調
整

用
器
具
（
治
療
後
廃
棄
物
に
な
る
）

な
ど
を
な
く
し
て
し
ま
う
「
廃
棄
物

ゼ
ロ
」
、

④
運
転
・
保
守
点
検
の
自
動
化
等
に
よ

る
「
容
易
な
操
作
性
・
効
率
的
な
保

守
管
理
」
、

の
４
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
山
形
モ
デ
ル
の
具
体
的
な
コ
ン

セ
プ
ト
を
確
立
す
る
た
め
の
技
術
開
発

及
び
東
北
地
域
の
医
療
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
整
備
の
た
め

の
予
算
と
し
て
、
平
成
24
年
度
と
平
成

25
年
度
の
補
正
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
約
10

億
円
、
文
部
科
学
省
か
ら
措
置
さ
れ
、

技
術
開
発
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

山
形
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
た
め
の
技

術
開
発
等
に
あ
た
っ
て
は
、
三
菱
電
機

株
式
会
社
、
株
式
会
社
東
芝
を
共
同
研

究
業
者
と
し
て
選
定
し
、
平
成
25
年
７

月
か
ら
山
形
モ
デ
ル
の
確
立
の
た
め
の

共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
」
の
研
究
と

し
て
、
重
粒
子
線
を
高
速
に
加
速
す
る

シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
用
電
磁
石
や
、
高
速

の
重
粒
子
線
を
治
療
室
ま
で
導
く
た
め

の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ム
輸
送
系
偏
向

電
磁
石
の
実
験
装
置
を
用
い
て
、
治
療

に
必
要
な
時
だ
け
最
適
な
運
転
を
行
い

一
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
可
能
と
す
る

た
め
の
技
術
開
発
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

学
内
の
推
進
体
制
と
し
て
は
、
嘉
山

孝
正
学
長
特
別
補
佐
を
室
長
と
す
る

「
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
設
置
準
備

室
」
（
平
成
24
年
４
月
設
置
）
に
放
射

線
医
学
総
合
研
究
所
、
東
京
大
学
な
ど

か
ら
専
任
教
員
３
名
（
教
授
２
名
、
准

教
授
１
名
）
が
着
任
・
配
置
さ
れ
、
理

学
部
と
も
連
携
し
て
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
重
粒
子
線
が
ん

治
療
の
研
究
機
関
で
あ
る
放
射
線
医
学

総
合
研
究
所
な
ど
の
研
究
者
と
も
頻
繁

に
会
議
や
情
報
交
換
を
行
い
、
効
率
的

か
つ
着
実
な
研
究
推
進
の
た
め
の
連
携

に
努
め
て
い
ま
す
。

25．3．31　准教授　医療情報部 高橋　和榮　定年退職（無職へ）
25．3．31　教授　基礎看護学講座 田中　幸子　退職（東京慈恵会医科大学へ）
25．3．31　講師　救急医学講座 篠崎　克洋　退職（山形市立病院済生館へ）
25．3．31　講師　第一外科 磯部　秀樹　退職（山形済生病院へ）
25．3．31　講師　第二外科 吉村　幸浩　退職（東京都立小児総合医療センターへ）
25．3．31　講師　脳神経外科 加藤　直樹　要請退職（山形県立新庄病院へ）
　……………………………………………………………………………………………………………………………
25．4．1　  プロジェクト教員（教授）（個別契約任期付教員）　先端分子疫学研究所（GCOE）
　　　　　　　　　　　　　　　  田宮　　元　25.3.31限り雇用期間満了退職（プロジェクト教員へ）
25．4．1　  プロジェクト教員（講師）（個別契約任期付教員）　先端分子疫学研究所（GCOE）
　　　　　　　　　　　　　　　  金子　美華　25.3.31限り雇用期間満了退職（東北大学へ）
25．4．1　  （仙台市医療センター仙台オープン病院）
　　　　　　　　　　　　　　　  片岡ひとみ　採用　教授　基礎看護学講座
25．4．1　  （山形市立病院済生館） 那須　　隆　採用　講師　耳鼻咽喉科
25．4．1　  プロジェクト教員（教授）（個別契約任期付教員）　先端分子疫学研究所（GCOE）
　　　　　　　　　　　　　　　  田宮　　元　採用　プロジェクト教員（教授）（個別契約任期付教員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ゲノムコホート医学教育ユニット～25.6.30
25．4．1　  助教　第二外科 内田　徹郎　昇任　講師　第二外科
25．4．1　  助教　麻酔科 山川真由美　昇任　講師　疼痛緩和医療部
25．4．1　  教授　薬剤部 白石　　正　任期更新～30.3.31
25．4．1　  准教授　生理学講座 山崎　良彦　任期更新～30.3.31
25．4．1　  准教授　皮膚科学講座 片桐　美之　任期更新～30.3.31
25．4．1　  准教授　薬剤部 豊口　禎子　任期更新～30.3.31
25．4．1　  講師　第一内科 渡邉　　哲　任期更新～30.3.31
25．4．30　准教授　救急医学講座 伊関　　憲　退職（福島県立医科大学へ）
　……………………………………………………………………………………………………………………………
25．5．1　  講師　脳神経外科 櫻田　　香　25.4.30限り任期満了退職（山形済生病院へ）
25．5．1　  講師　集中治療部 中根　正樹　昇任　准教授　救急医学講座
25．5．1　  助教　腎泌尿器外科学講座 
　　　　　　　　　　　　　　　  一柳　　統　昇任　講師　泌尿器科
　……………………………………………………………………………………………………………………………
25．6．1　  准教授 臨床看護学講座　武田　洋子　配置換　准教授 看護部（キャリア発達支援事業）～25.9.30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    兼務命　看護部　看護師
　……………………………………………………………………………………………………………………………
25．7．1　  プロジェクト教員（教授）（個別契約任期付教員）　ゲノムコホート医学教育ユニット
                                                                    田宮　　元　25.6.30限り雇用期間満了退職
25．7．1　  講師　放射線診断科  鹿戸　将史　復職
　……………………………………………………………………………………………………………………………
25．8．16   （東京大学）                            岩井　岳夫　採用　プロジェクト教員（准教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（個別契約任期付教員）放射線腫瘍学講座～26.3.31
　……………………………………………………………………………………………………………………………　
25．9．1　  講師　基礎看護学講座　  石田　陽子　任期更新～30.8.31
25．9．30　准教授　生化学・分子生物学講座 
　　　　　　　　　　　　　　　  伊藤　純一　退職（東北中央病院へ）
　……………………………………………………………………………………………………………………………
25．10．1　准教授　看護部 武田　洋子　配置換　准教授　臨床看護学講座（キャリア発達支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業終了）  兼務免　看護部　看護師
25．10．1　教授　解剖学第二（組織細胞生物学）講座
　　　　　　　　　　　　　　　  後藤　　薫　任期更新～30.9.30
25．10．1　教授　内科学第一（循環・呼吸・腎臓内科学）講座 
　　　　　　　　　　　　　　　  久保田　功　任期更新～30.9.30
25．10．1　教授　内科学第三（神経・内分泌代謝・血液内科学）講座
　　　　　　　　　　　　　　　  加藤　丈夫　任期更新～30.3.31
25．10．1　教授　生化学・分子生物学講座
　　　　　　　　　　　　　　　  藤井　順逸　任期更新～30.9.30
　……………………………………………………………………………………………………………………………
26．1．1　  助教　画像医学講座 朽木　　恵　昇任　講師　放射線診断科
26．1．1　  教授　遺伝子実験施設 中島　　修　配置換　教授　メディカルサイエンス推進研究所
26．1．1　  准教授　動物実験施設 大和田一雄　配置換　准教授　メディカルサイエンス推進研究所
26．1．1　  准教授　教育研究支援センター 
　　　　　　　　　　　　　　　  佐藤道比古　配置換　准教授　メディカルサイエンス推進研究所
26．1．1　  教授　外科学第二（循環器・呼吸器・小児外科学）講座
　　　　　　　　　　　　　　　  貞弘　光章　任期更新～30.12.31
　……………………………………………………………………………………………………………………………
26．2．1　  教授　臨床看護学講座 横山　浩之　任期更新～31.1.31
　……………………………………………………………………………………………………………………………
26．3．31　教授　小児科学講座 早坂　　清　定年退職（未定へ）
26．3．31　准教授　解剖学第一（形態構造医学）講座
　　　　　　　　　　　 白澤　信行　定年退職（無職へ）
26．3．31　教授　産科婦人科学講座 倉智　博久　退職（大阪府立母子保健総合医療センターへ）
26．3．31　教授　医薬品医療機器評価学講座
　　　　　　　　　　　　　　　  松田　　勉　退職（興和株式会社へ）
26．3．31　准教授　小児科学講座 鈴木　　浩　退職（開業へ）
26．3．31　准教授　手術部 木村　青史　退職（天童市民病院へ）
26．3．31　講師　放射線診断科 朽木　　恵　退職（東北中央病院へ）
26．3．31　准教授  地域看護学講座 鈴木　育子　退職（山形県立保健医療大学へ）
26．3．31　講師　基礎看護学講座 平賀　愛美　退職（無職へ）
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　本院では、医療の質の向上を目的として平
成１６年２月にＩＳＯ９００１を取得しました。ＩＳＯ
の要求事項を満たすため、毎年各部門におい
て品質目標と、その達成に向けた活動計画を
立案し、目標達成に向けて職員一丸となって
取り組んでおります。ＩＳＯを維持するための活
動として、新任ＩＳＯ推進委員に対する説明
会、事務局会議、内部監査員養成研修、内部
監査事前説明会、ＰＤＣＡサイクル事例発表
会等を開催するとともに本院の品質マネジメ
ントシステムがＩＳＯの要求事項を満たしている
かを明確にするため、定期的に内部監査を実
施して、是正、改善を行っています。
　また、品質マネジメントシステムを改善または

変更する必要性がないか、品質方針・品質目
標を変更する必要性がないかを検討するため
に、原則として年２回のマネジメントレビューを
実施しています。その他に、外部審査機関に
よる審査も１年に１回実施されています。これ
らの活動を通じて、品質マネジメントシステムの
維持、発展に努めています。

編集後記
　2020年の東京オリンピック・パラリンピックの開催が決定した2013年。
今年の２月に開催されたソチオリンピックでの感動も記憶に新しく、６年
後、どんなドラマが繰り広げられるのか、今からワクワクしてしまいます。
　さて、本号では、重粒子線がん治療装置を主なトピックスとして、在宅
医療・在宅看護や先端医療の紹介、さらには年間を通した様々な行事等に
も触れられておりますので、山形大学医学部・附属病院の取り組みをご理
解いただければ幸いです。中でも、平成１７年度より開始された病院の再
整備計画における改修工事については、来院される方々の一番の関心事か
と思います。外来・中央診療棟の改修工事は、今年度中にも完了する予定
となっておりますので、今後も引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願い
致します。
　新年度がスタートして２カ月が過ぎようとしていますが、日々変化し続け
る医療ニーズへの対応、そして、本院の基本理念である「人間性豊かな信
頼の医療」を実践すべく、どこまでも患者様と寄り添えるよりよい病院であ
り続けるため、教職員一同、新たな気持ちで邁進してまいります。

（総務課　宮崎安由美）

高橋　俊二 先生　輸血・細胞治療部
第14回日本輸血・細胞治療学会東北支部輸血医学賞（功労賞)………… 平成25年3月

今田　恒夫 先生　内科学第一講座
2012年度日本内科学会「Awards for Outstanding Reviewers」………平成25年5月

中村　和幸 先生　小児科
第55回日本小児神経学会学術総会最優秀演題賞……………………………平成25年5月
30th International Epilepsy Congress Gold Poster Award……………平成25年6月

門脇　心平 先生　内科学第一講座
第156回日本循環器学会東北地方会Young Investigator’s Award優秀賞（研究発表部門）平成25年6月

二階堂まり子 先生　皮膚科
第112回日本皮膚科学会総会ポスター賞…………………………………… 平成25年6月

西塚　弘一 先生　眼科
26th International Congress of German Ophthalmic Surgeons…… 平成25年6月

成味　太郎 先生　内科学第一講座
ECI Travel Award for 2013 ISHR World Congress………………………平成25年7月

今田　恒夫 先生　内科学第一講座
(財)地域医学研究基金「腎疾患と高血圧研究会」平成25年度研究賞……平成25年7月

和根崎　真大 先生　第一内科
第33回心筋梗塞研究会　YIA優秀賞…………………………………………平成25年7月

菅原　正登 先生　整形外科
第46回日本整形外科学会・骨軟部腫瘍学術集会優秀ポスター賞…………平成25年7月

佐藤　幸子 先生　臨床看護学講座
日本看護研究学会奨励賞………………………………………………………平成25年8月

佐藤　志保 先生　臨床看護学講座
日本看護研究学会奨励賞………………………………………………………平成25年8月

平山　敦士 先生　第一内科
第61回日本心臓病学会学術集会専門修練医奨励賞…………………………平成25年9月

倉智　博久 先生　産科婦人科学講座
日本女性医学学会学会賞 ……………………………………………………平成25年10月

惣宇利　正善 先生　分子病態学講座
臨床薬理研究振興財団第6回研究大賞………………………………………平成25年11月

柴田　陽光 先生　第一内科
第22回Pneumo Forum賞……………………………………………………平成25年11月

成味　太郎 先生　内科学第一講座
American Heart Association Scientific Sessions 2013 NewInvestigator Award Finalist 平成25年11月

大瀧陽一郎 先生　内科学第一講座
The Japanese Heart Failure Society Young Investigator’s Award 2013優秀賞（基礎）… 平成25年11月

早坂　清 先生　小児科学講座
日本先天代謝学会学会賞……………………………………………………平成25年11月

本多　勇希 先生　内科学第一講座
第157回日本循環器学会東北地方会Young Investigator’s Award優秀賞（研究発表部門）… 平成25年12月

桐井枝里子 先生　眼科
山形大学優秀教育者賞………………………………………………………平成25年12月

平山　敦士 先生　第一内科
Nagoya Chronic Kidney Disease Frontier Investigators Award（Poster session, Clinical）平成26年2月

山谷　日鶴 先生　産科婦人科
山形大学医学会学術奨励賞……………………………………………………平成26年2月

阿部　さち 先生　眼科学講座
山形大学医学会学術奨励賞……………………………………………………平成26年2月

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
お
い
て

重
粒
子
線
が
ん
治
療
装
置
研
究
棟
稼
働
。

学会賞等
受   賞

Congr at ul ations

　

粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
を
代
表
と
す

る
希
少
な
高
度
放
射
線
治
療
機
器
等
の

広
域
的
な
有
効
利
用
を
実
現
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
東
北
６
県
の
大
学
病
院
、

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
関
連
病
院

間
の
医
療
情
報
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
（
図
１
）

　

粒
子
線
を
持
た
な
い
遠
方
の
病
院
か

ら
、
患
者
の
移
動
を
伴
わ
ず
に
粒
子
線

治
療
の
適
用
検
討
や
相
談
が
行
え
る
よ

う
に
、
電
子
カ
ル
テ
の
相
互
参
照
や
Ｔ

Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
応
用
し
た
「
放
射

線
治
療
遠
隔
支
援
装
置
」
を
整
備
し

て
、
東
北
一
円
の
医
師
to
医
師
に
よ
る

「
遠
隔
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

広
大
な
面
積
を
持
ち
人
口
密
度
の
低

い
東
北
地
域
に
お
い
て
、
患
者
さ
ん
が

遠
方
の
病
院
へ
移
動
す
る
負
担
は
大
き

く
、
こ
れ
を
軽
減
す
る
こ
と
は
患
者
さ

ん
の
身
体
的
・
経
済
的
負
担
を
軽
減
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
治
療

実
行
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
が
ん

克
服
ま
で
の
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
山
形
大

学
医
学
部
に
事
務
局
を
置
く
、
「
東
北

が
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
呼
び
か
け
に

よ
り
推
進
さ
れ
て
お
り
、
平
成
26
年
５

月
の
段
階
で
58
医
療
機
関
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

以
上
の
通
り
、
重
粒
子
線
が
ん
治
療

装
置
の
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
敷

地
内
へ
の
早
期
の
設
置
・
治
療
開
始
に

向
け
た
活
動
を
推
進
し
、
が
ん
医
療
の

高
度
化
・
普
及
、
人
材
交
流
・
育
成
に

向
け
て
よ
り
一
層
ま
い
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
各
地
域
の
関
係
医
療
機
関
や

各
地
域
に
お
住
い
の
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
・
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

重粒子線治療施設（イメージ図）

※所属については、受賞時のものである。
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東北粒子線コンソーシアム会議

　

が
ん
は
、
昭
和
56
年
以
降
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の

第
一
位
と
な
っ
て
お
り
、
年
間
36
万
人
以
上
の
方
が
が

ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
（
平
成
24
年
の
統
計
）
。
こ

の
た
め
、
が
ん
対
策
は
、
国
民
の
健
康
を
守
る
た
め
の

最
優
先
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

手
術
は
痛
み
や
機
能
欠
損
等
の
身
体
的
負
担
や
働

け
な
い
期
間
が
発
生
す
る
こ
と
、
体
力
的
に
手
術
が
困

難
な
高
齢
者
の
が
ん
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考

慮
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
が
ん
治
療
は
、
治
療

効
果
が
大
き
く
、
身
体
的
負
担
が
少
な
い
治
療
法
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

重
粒
子
線
が
ん
治
療
は
、
い
わ
ゆ
る
放
射
線
治
療
の

一
種
で
あ
り
、
体
の
中
の
が
ん
細
胞
を
体
を
切
ら
ず
に

痛
み
な
く
殺
し
て
消
し
去
る
治
療
法
で
す
。
一
般
の
放

射
線
治
療
は
、
健
康
診
断
な
ど
で
受
け
る
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
エ
ッ
ク
ス
線

な
ど
を
使
い
ま
す
。
重
粒
子
線
が
ん
治
療
は
、
高
速
に

加
速
し
た
炭
素
の
イ
オ
ン
（
炭
素
の
原
子
核
）
を
が
ん

細
胞
に
当
て
、
メ
ス
を
使
わ
ず
、
痛
み
も
な
く
が
ん
細

胞
を
よ
り
確
実
に
消
し
去
っ
て
治
療
し
ま
す
。

　

重
粒
子
線
が
ん
治
療
に
は
、
次
の
よ
う
な
よ
り
優
れ

た
特
長
が
あ
り
ま
す
。

①
重
粒
子
線
に
は
、
特
定
部
位
に
対
し
て
集
中
的
に

照
射
す
る
こ
と
が
可
能
な
物
理
的
性
質
が
あ
る
た

め
、
一
般
の
放
射
線
に
比
べ
て
正
常
な
部
位
へ
の
副

作
用
・
ダ
メ
ー
ジ
が
よ
り
少
な
い
こ
と
。

②
が
ん
細
胞
を
殺
す
効
果
が
よ
り
強
い
の
で
、
治
療
効

果
が
よ
り
大
き
く
一
般
の
放
射
線
が
効
き
に
く
い

が
ん
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
。

③
線
量
集
中
性
が
高
く
、
一
回
の
照
射
線
量
を
増
加
で

き
る
こ
と
か
ら
、
一
般
の
放
射
線
治
療
に
比
べ
、
治

療
期
間
が
短
く
、
入
院
の
必
要
性
も
減
少
す
る
た

め
、
社
会
生
活
上
の
支
障
が
よ
り
少
な
い
こ
と
。

　

水
素
の
原
子
核
を
加
速
し
て
治
療
す
る
陽
子
線
が

ん
治
療
も
、
同
様
に
優
れ
た
特
長
が
あ
り
ま
す
が
、
重

粒
子
線
が
ん
治
療
の
ほ
う
が
さ
ら
に
有
効
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
が
ん
の
転
移
が
あ
る
場
合
、
過
去
に
放
射

線
治
療
を
受
け
て
い
る
場
合
、
袋
状
の
管
腔
臓
器
（
胃

な
ど
）
の
が
ん
の
場
合
な
ど
は
、
重
粒
子
線
が
ん
治
療

を
適
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
患
者
数
は
、
例
え
ば
、
放
射
線
医
学
総
合
研

究
所
の
重
粒
子
医
科
学
セ
ン
タ
ー
病
院
で
累
積
７
，
３

３
９
人
（
18
年
間
）
、
年
間
８
０
４
人
（
平
成
24
年
度

実
績
）
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施

設
の
実
績
も
合
わ
せ
る
と
、
十
分
な
実
績
を
上
げ
て
い

ま
す
。 

　

治
療
費
用
に
つ
い
て
は
、
重
粒
子
線
が
ん
治
療
が
先

進
医
療
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
約
３
０
０
万
円
ほ
ど
か

か
り
ま
す
が
、
保
険
診
療
と
の
併
用
が
で
き
ま
す
。
つ

ま
り
、
通
常
の
診
療
と
共
通
す
る
診
療
、
検
査
、
入

院
、
薬
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
健
康
保
険
な
ど
の
保
険

給
付
が
適
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
民
間
の
医
療

保
険
の
先
進
医
療
特
約
に
入
ら
れ
て
い
る
方
も
多
く
、

そ
の
場
合
は
全
体
的
な
負
担
も
か
な
り
軽
減
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。

東北粒子線
コンソーシアム（平成24年発足）

　

現
在
稼
働
中
の
日
本
の
重
粒
子
線
が

ん
治
療
装
置
は
、
千
葉
県
（
重
粒
子
医

科
学
セ
ン
タ
ー
病
院
）
、
群
馬
県
（
群

馬
大
学
重
粒
子
線
医
学
研
究
セ
ン

タ
ー
）
、
兵
庫
県
（
兵
庫
県
立
粒
子
線

医
療
セ
ン
タ
ー
）
、
佐
賀
県
（
九
州
国

際
重
粒
子
線
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
）
の

４
施
設
で
あ
り
、
神
奈
川
県
（
県
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
i-

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
）
で
１
施
設

を
現
在
建
設
中
で
す
。
こ
の
た
め
、
現

在
、
東
北
地
域
は
重
粒
子
線
が
ん
治
療

装
置
の
空
白
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
形
大
学
で
は
、
こ
う
し
た
点
や
重

粒
子
線
が
ん
治
療
の
優
れ
た
特
長
、
治

療
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
、
山
形
モ
デ
ル

の
重
粒
子
線
が
ん
治
療
装
置
の
附
属
病

院
敷
地
内
へ
の
早
期
の
設
置
・
治
療
開

始
（
平
成
27
〜
29
年
度
：
施
設
整
備
、

平
成
30
年
度
中
：
治
療
開
始
）
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

山
形
モ
デ
ル
の
重
粒
子
線
が
ん
治
療

装
置
は
、
よ
り
一
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
実
現
し
、
敷
地
面
積
の
狭
い
都
市
総

合
病
院
へ
の
接
続
を
可
能
と
す
る
設
計

と
し
、
国
内
外
へ
の
普
及
・
輸
出
も
期

待
さ
れ
る
次
世
代
型
の
「
エ
コ
型
・
総

合
病
院
接
続
型
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施

設
」
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
は
、

①
治
療
に
必
要
な
時
だ
け
装
置
を
動
か

す
最
適
な
運
転
方
法
の
確
立
に
よ
る

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
、

②
装
置
の
キ
ュ
ー
ブ
型
配
置
（
立
体
的

配
置
）
の
採
用
、
装
置
の
小
型
化
等

に
よ
る
「
省
ス
ペ
ー
ス
」
、

③
最
新
の
重
粒
子
線
照
射
法
（
ス
キ
ャ

ニ
ン
グ
照
射
法
）
の
採
用
に
よ
る
患

者
ご
と
に
作
成
す
る
重
粒
子
線
調
整

用
器
具
（
治
療
後
廃
棄
物
に
な
る
）

な
ど
を
な
く
し
て
し
ま
う
「
廃
棄
物

ゼ
ロ
」
、

④
運
転
・
保
守
点
検
の
自
動
化
等
に
よ

る
「
容
易
な
操
作
性
・
効
率
的
な
保

守
管
理
」
、

の
４
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
山
形
モ
デ
ル
の
具
体
的
な
コ
ン

セ
プ
ト
を
確
立
す
る
た
め
の
技
術
開
発

及
び
東
北
地
域
の
医
療
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
整
備
の
た
め

の
予
算
と
し
て
、
平
成
24
年
度
と
平
成

25
年
度
の
補
正
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
約
10

億
円
、
文
部
科
学
省
か
ら
措
置
さ
れ
、

技
術
開
発
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

山
形
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
た
め
の
技

術
開
発
等
に
あ
た
っ
て
は
、
三
菱
電
機

株
式
会
社
、
株
式
会
社
東
芝
を
共
同
研

究
業
者
と
し
て
選
定
し
、
平
成
25
年
７

月
か
ら
山
形
モ
デ
ル
の
確
立
の
た
め
の

共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
」
の
研
究
と

し
て
、
重
粒
子
線
を
高
速
に
加
速
す
る

シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
用
電
磁
石
や
、
高
速

の
重
粒
子
線
を
治
療
室
ま
で
導
く
た
め

の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ム
輸
送
系
偏
向

電
磁
石
の
実
験
装
置
を
用
い
て
、
治
療

に
必
要
な
時
だ
け
最
適
な
運
転
を
行
い

一
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
可
能
と
す
る

た
め
の
技
術
開
発
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

学
内
の
推
進
体
制
と
し
て
は
、
嘉
山

孝
正
学
長
特
別
補
佐
を
室
長
と
す
る

「
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
設
置
準
備

室
」
（
平
成
24
年
４
月
設
置
）
に
放
射

線
医
学
総
合
研
究
所
、
東
京
大
学
な
ど

か
ら
専
任
教
員
３
名
（
教
授
２
名
、
准

教
授
１
名
）
が
着
任
・
配
置
さ
れ
、
理

学
部
と
も
連
携
し
て
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
重
粒
子
線
が
ん

治
療
の
研
究
機
関
で
あ
る
放
射
線
医
学

総
合
研
究
所
な
ど
の
研
究
者
と
も
頻
繁

に
会
議
や
情
報
交
換
を
行
い
、
効
率
的

か
つ
着
実
な
研
究
推
進
の
た
め
の
連
携

に
努
め
て
い
ま
す
。

山形大学医学部
創立40周年並びに
看護学科設立２０周年
記念式典を挙行

　昭和48年９月に創立された山形大学医学部が40

周年を迎え、また、平成５年４月に設立された医学

部看護学科が20周年を迎えたことを記念して、平成

25年11月25日に、医学部創立40周年並びに看護学

科設立20周年記念式典を挙行しました。式典には、

国会議員、山形県内関係諸団体、ＯＢ・ＯＧや教職

員ら約320人が出席しました。

　山下英俊医学部長は式辞で、これまでの10年間の

改革を振り返るとともに、今後の展望として、「不

断の努力をもって、日本のみならず世界の医学、医

療をけん引する医療人を育成し、医学、医療の発展

に寄与していく」と述べました。

　続いて、結城章夫学長、嘉山孝正学長特別補佐、

細谷たき子看護学科長から挨拶があった後、来賓の

下村博文文部科学大臣（板東久美子文部科学審議官

代読）、遠藤利明衆議院議員、阿部寿一衆議院議

員、吉村美栄子山形県知事、有海躬行山形県医師会

長から祝辞が述べられ、医学部におけるがんや分子

疫学に関する研究、地域医療への取組みなどへの期

待の大きさが感じられました。

　式典終了後、板東久美子文部科学審議官による記

念講演会、記念祝賀会が行われ、盛会のうちに終了

しました。

図１）東北粒子線コンソーシアム参加機関

弘前大学
附属病院

岩手医科大学
附属病院

秋田大学医学部
附属病院

山形大学医学部
附属病院

東北大学病院

福島県立医科大学
附属病院

総合南東北病院

ネットワーク化による
広域的な有効利用に向けて

重粒子線の体内線量分布

　

粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
を
代
表
と
す

る
希
少
な
高
度
放
射
線
治
療
機
器
等
の

広
域
的
な
有
効
利
用
を
実
現
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
東
北
６
県
の
大
学
病
院
、

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
関
連
病
院

間
の
医
療
情
報
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
（
図
１
）

　

粒
子
線
を
持
た
な
い
遠
方
の
病
院
か

ら
、
患
者
の
移
動
を
伴
わ
ず
に
粒
子
線

治
療
の
適
用
検
討
や
相
談
が
行
え
る
よ

う
に
、
電
子
カ
ル
テ
の
相
互
参
照
や
Ｔ

Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
応
用
し
た
「
放
射

線
治
療
遠
隔
支
援
装
置
」
を
整
備
し

て
、
東
北
一
円
の
医
師
to
医
師
に
よ
る

「
遠
隔
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

広
大
な
面
積
を
持
ち
人
口
密
度
の
低

い
東
北
地
域
に
お
い
て
、
患
者
さ
ん
が

遠
方
の
病
院
へ
移
動
す
る
負
担
は
大
き

く
、
こ
れ
を
軽
減
す
る
こ
と
は
患
者
さ

ん
の
身
体
的
・
経
済
的
負
担
を
軽
減
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
治
療

実
行
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
が
ん

克
服
ま
で
の
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
山
形
大

学
医
学
部
に
事
務
局
を
置
く
、
「
東
北

が
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
呼
び
か
け
に

よ
り
推
進
さ
れ
て
お
り
、
平
成
26
年
５

月
の
段
階
で
58
医
療
機
関
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

以
上
の
通
り
、
重
粒
子
線
が
ん
治
療

装
置
の
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
敷

地
内
へ
の
早
期
の
設
置
・
治
療
開
始
に

向
け
た
活
動
を
推
進
し
、
が
ん
医
療
の

高
度
化
・
普
及
、
人
材
交
流
・
育
成
に

向
け
て
よ
り
一
層
ま
い
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
各
地
域
の
関
係
医
療
機
関
や

各
地
域
に
お
住
い
の
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
・
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

重粒子線によるがん治療とは？重粒子線によるがん治療とは？

粒子線治療装置の広域的な有効利用に向けた、
東北地方各県の医療機関とのネットワーク
システムの構築を推進しています。

写真：重粒子線がん治療装置研究棟

写真：重粒子線がん治療装置研究棟

写真：シンクロトロン用偏向電磁石
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少
子
高
齢
化
社
会
で
は
在
宅
で
看
護

や
介
護
さ
れ
る
高
齢
者
が
増
加
す
る
一

方
、
そ
の
看
護
や
介
護
を
担
う
若
者
が

減
少
す
る
こ
と
で
個
々
の
家
族
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
社
会
全
体
と
し
て
在

宅
で
の
医
療
と
看
護
・
介
護
を
支
え
る

仕
組
み
が
な
け
れ
ば
立
ち
行
き
ま
せ
ん
。

国
は
今
後
在
宅
医
療
・
看
護
・
介
護
を

進
め
る
方
針
で
あ
り
、
山
形
県
も
平
成

23
年
か
ら
山
形
県
在
宅
医
療
推
進
協
議

在宅医療 ・ 在宅看護教育センター設立、
在宅看護研修の
開始。

　

平
成
17
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
医
学
部
附
属
病
院
再

整
備
計
画
は
、
平
成
22
年
度
を
も
っ
て
病
棟
部
分
が
終

了
し
、
引
き
続
き
平
成
23
年
度
か
ら
は
外
来
・
中
央
診

療
棟
の
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
外
来
・
中
央
診

療
棟
改
修
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の

４
カ
年
計
画
で
、

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

①
診
療
ス
ペ
ー
ス
の
狭
隘
化
の
改
善（
中
待
合

い
廃
止
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
）

②
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
推
進（
病
院
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
）

③
ス
ム
ー
ズ
な
患
者
導
線
の
整
備（
診
療
ス

ペ
ー
ス
の
２
階
集
約
、エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設

置
）

④
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
の
向
上（
Ｉ
Ｔ
を
用
い
た
患
者

呼
び
出
し
シ
ス
テ
ム
）

⑤
効
率
的
な
検
査
等
体
制
の
整
備（
検
査
部
・

輸
血
部
の
一
体
化
等
）

⑥
医
事
部
門
、薬
剤
部
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
化

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

を
主
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
ま
で
に
は
、
薬
剤
部
、
放
射
線
部
、
栄

養
管
理
部
、
麻
酔
科
、
外
来
化
学
療
法
室
、
外
科
系
診

療
科
、
内
科
、
皮
膚
科
、
精
神
科
な
ど
が
完
成
し
稼
働

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
増
設
や
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
患
者
様
の
利
便
性
を
考

慮
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
平
成
27
年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
、
歯
科
口

腔
外
科
・
形
成
外
科
、
小
児
科
、
産
科
婦
人
科
、
検
査

部
、
輸
血
・
細
胞
治
療
部
、
光
学
医
療
診
療
部
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
、
治
験
管
理
セ
ン
タ
ー
、
看
護

部
、
医
療
安
全
管
理
部
、
感
染
制
御
部
な
ど
を
改
修

し
、
移
転
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
外
来
・
中
央
診
療
棟
改
修
も
病
棟
整
備

と
同
様
に
診
療
を
止
め
る
こ
と
な
く
進
め
る
工
事
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
来
院
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
と
ご
不

便
を
お
掛
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研修終了項目一覧

修了証書

病
院
再
整
備

に
つ
い
て

地域看護学講座教授
大 谷  和 子

会
を
設
立
す
る
な
ど
、
在
宅
医
療
・
看

護
介
護
支
援
体
制
整
備
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

山
形
大
学
医
学
部
で
は
、
平
成
25
年

４
月
１
日
に
来
る
べ
き
少
子
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
地
域
の
医
療
体
制
の
維
持
、

向
上
を
目
的
と
し
て
医
学
部
に
正
式
な

組
織
と
し
て
在
宅
医
療
・
在
宅
看
護
教

育
セ
ン
タ
ー
（
以
下　

セ
ン
タ
ー
）
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
在
宅
（
訪
問
）
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
存
在

し
、
在
宅
医
療
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
医
師
を
中
心
と
し
て
在
宅
医
療

体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り

ま
す
が
、
全
国
的
に
見
る
と
な
か
な
か

体
制
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
状

で
す
。
そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
に
、

複
数
の
職
種
の
連
携
体
制
の
不
備
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
在
宅
で
看
護
や
介
護

を
行
う
た
め
に
は
、
在
宅
で
診
て
く
れ

る
医
師
も
必
要
で
あ
り
、
急
変
し
た
時

に
入
院
さ
せ
て
く
れ
る
病
院
の
後
ろ
盾

も
必
要
で
す
。
ま
た
、
薬
を
処
方
す
る

薬
剤
師
の
力
も
借
り
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
し
、
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
の
予
防

や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
た
め
に
は
口
腔
ケ
ア

も
必
要
で
す
。
さ
ら
に
は
、
多
職
種
間

の
連
携
を
支
え
る
行
政
に
よ
る
福
祉
関

係
の
環
境
整
備
も
不
可
欠
で
す
。
山
形

大
学
医
学
部
在
宅
医
療
在
宅
看
護
教
育

セ
ン
タ
ー
は
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
看

護
師
、
薬
剤
師
、
行
政
が
一
つ
に
な
っ

て
新
し
い
在
宅
医
療
在
宅
看
護
の
体
制

作
り
と
人
材
養
成
を
目
指
し
て
行
き
ま

す
。

　

   …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

平
成
25
年
度
は
、
現
場
の
看
護
職
の

ニ
ー
ズ
を
汲
み
上
げ
る
た
め
に
山
形
県

看
護
協
会
と
連
携
し
て
在
宅
看
護
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
「
在
宅
が
ん
看
護
の
最

前
線
」
と
し
ま
し
た
。

　

   …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

平
成
25
年
度
の
事
業
と
し
て
平
成
26

年
３
月
23
日
（
日
曜
日
）
に
川
越
厚
先

生
（
医
療
法
人
社
団
パ
リ
ア
ン
・
ク
リ

ニ
ッ
ク
川
越
院
長
）
を
お
招
き
し
て
『
在

宅
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
と
医
の
原
点
』
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
写
真
、
表
）

　

今
後
の
在
宅
看
護
教
育
研
修
は
、
県

内
の
在
宅
医
療
・
在
宅
看
護
の
普
及
と

医
療
・
看
護
レ
ベ
ル
の
均
て
ん
化
を
図

る
た
め
に
現
場
ニ
ー
ズ
を
注
視
し
な
が

ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
善
を
図
り
、
諸
関
係

団
体
と
協
力
し
て
在
宅
医
療
・
在
宅
看

護
を
支
え
る
力
と
な
る
看
護
職
を
育
成

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

山形大学医学部

山形大学医学部　在宅医療・在宅看護教育センター構想図

Executive Committee （長：嘉山孝正学長特別補佐）
山形大学・山形県・県医師会・県歯科医師会・県看護協会・県薬剤師会

Steering Committee
（長：山下英俊医学部長）

山形大学医学部県歯科医師会

県医師会

各地区歯科医師会

各地区医師会

県薬剤師会

県看護協会

各地区薬剤師会

看護協会各支部

ニーズの調査・調整
ニーズの調査・調整ニーズの調査・調整

ニーズの調査・調整

Program Committee （長：総合医学教育センター長）
医学部長・附属病院長・内科教授・麻酔科教授・歯科口腔外科教授・看護学科教授・
医療政策学教授・附属病院・看護部長・総合医学教育センター教授・（協力病院看護部長）

カリキュラム作成
e-learningコンテンツ

講師派遣

実績報告・要望 教育・ニーズ情報

在宅医療・在宅看護教育センター

総合医学教育センター／高度医療人研修センター

リフレッシュ医学教育

大学院医学系研究科
・がんプロフェッショナル養成プラン
・がんEBM

必要に応じて
積極活用

教育の機会提供

在宅医療・在宅看護を担う
   医療従事者

看護協会e-learning／医師会生涯教育プログラムなど既存のリソース

 e-learning、講義、
セミナー、実習etc...

平成25年度　在宅看護教育研修内容とその結果について

開講特別講演（平成25年7月7日）
講義（全7コマ）
附属病院実習

174名
73名
11名
（延人数287人）
（延人数 30人）

受講者数内　容

①在宅医療・在宅看護教育センター「在宅看護教育研修開講特別講演会」
　関西国際大学副学長　佐 藤 禮 子 先生
　     テーマ「がん医療における継続したがん看護の充実」

②講義（全7コマ）

■病院看護師
■訪問看護師
■助産師
■教員
■大学院生

■病院看護師
■訪問看護師
■保健師
■介護支援
　  専門員
■大学院生

■医師・歯科医師
■看護師
■訪問看護師
■教員
■その他

134名（78％）

20名（11％）

1名（1％）

1名（1％）
1名（1％）

9名（5％）
8名（5％）

〈職種別内訳〉

〈職種別内訳〉

がん在宅療養者・家族に対する退院支援（大谷和子教授）
がん化学療法患者の看護（小澤千佳認定看護師）
放射線療法患者の看護（天野緑認定看護師）
疼痛緩和の看護（鹿野たかね認定看護師）
在宅がん療養者へのケアの実際（１）（２）
（秋山正子ケアーズ白十字訪問看護ステーション統括所長
在宅がん療養者の訪問看護（徳田喜恵子訪問看護ステーション所長）

38名

38名

33名

33名

57名

31名

〈講義別参加数〉

44名（60％）
12名（17％）

8名（11％）

7名（10％）

1名（1％）
1名（1％）

③実習・附属病院実習（11人）

■病院看護師
■訪問看護師
■大学院生

7名（64％）2名（18％）

2名（18％）

病院玄関

皮膚科、麻酔科、疼痛緩和内科、
高次脳機能科　受付

整形外科、泌尿器科、眼科　受付

エスカレーター

外科、耳鼻咽喉科　受付

〈あいさつ〉嘉山孝正センター長

内科　受付

在宅医療・在宅看護教育センター

川越 厚先生 講演会
□意見の一部紹介

○在宅で死を迎えることの原点を考え直
　させられた。
○人間として命をまっとうする、家で死ぬ
　ことが良くわかった。
○ホスピスと緩和ケアを混同していたが
　整理できた。
○チームでの取り組みが必要と言うこと
　と人間への深い理解が重要と学んだ。
○もっと長いお時間、川越先生のお話を
　お聞きしたかった。
○すばらしいお話でした。看取りに入った
　母のもとに花を持って行きます（今日は
　母の誕生日です）。

20名（1１％）
15名（８％）

10名（５％）
2名（1％）

139名（75％）

参加者数／186名
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Special Lecture Lecture meeting 先端医療の紹介

PET-CT
　2011年8月、山形大学PETセンターに2台の

PET-CTが導入され、検査を開始しました。当初

は検査数が少なく心配しておりましたが、2年半

が経過した今、院内検査が増加しただけでなく

県内の各病院の先生方からも多くの検査依頼を

頂けるようになりました。現在、およそ1日10件

程度の検査を行っています。

　最も多いのは18F-フルオロデオキシグルコース

（FDG）を用いたがんの診断です。FDGはブド

ウ糖のそっくりさんで、放射線を放出する性質

（放射能）をもっています。がんは活発な病変

でありエネルギー源としてブドウ糖をたくさん

取り込む性質があり、ブドウ糖と同時にFDGも

たくさん取り込みます。するとがんに取り込ま

れたFDGから放射線が出されます。つまりがん

が光ってみえるのです。FDG-PETはこれまで見

つかりづらかったがんや転移の診断に威力を発

揮しています（図1）。

　PET検査にはFDG-PET以外にも多くの種類があ

り、検査目的に応じて様々な薬が開発されてい

ます。例えば、15Oという酸素のそっくりさんを

用いた脳梗塞の検査、11C-メチオニンを用いた脳

腫瘍の検査（図2）、11C-PiBを用いた認知症の検

査などがあります。

　FDG以外のPET薬剤は半減期が非常に短いため

放射線診断科
桐 井  一 邦

に各病院で薬を製造しないと検査することがで

きません。山形大学PETセンターにはこれらの薬

を製造できるサイクロトロン、ホットラボと呼

ばれる設備があります。PETセンターの1階にこ

の設備があり一般の方の目に触れる事は少ない

ですが、15O 、11C-メチオニン、11C-PiBを院内で

合成し，それぞれ週1回程度検査を行っていま

す。PET検査は保険適応が限られており、11C-メ

チオニンや11C-PiBの検査は保険適応外の検査で

す。検査費は持ち出しですが、臨床研究を通し

て新たな知見を出せるようにしたいと考えてい

ます。

　PET研究の歴史は古く、日本においてもCT導入

図１　右肺癌と縦隔の転移が光って見え，
　　　病変の広がりが一目瞭然です

図２　メチオニンPETでは小脳の腫瘍が明瞭に
　　　認められます

　

私
た
ち
医
学
部
室
内
合
奏
団
で
は
年
２
回
、
附
属

病
院
外
来
ホ
ー
ル
を
お
借
り
し
て
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
毎
回
多
く
の
方
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
平
成
25
年
12
月
12
日
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
35
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
定
番
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
で
あ
る「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」

に
加
え
、「
き
よ
し
の
ず
ん
ど
こ
節
」、「
あ
ま
ち
ゃ

ん
」、「
花
は
咲
く
」
な
ど
の
よ
り
馴
染
み
の
あ
る
楽

曲
を
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
も
演
奏

だ
け
で
な
く
、
楽
曲
中
に
寸
劇
や
団
員
に
よ
る
歌
唱

な
ど
の
演
出
を
行
い
ま

し
た
。
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
る
患
者
さ
ん
、
観

客
の
方
々
の
笑
顔
を
原

動
力
に
団
員
一
同
練
習

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

次
回
の
開
催
は
６
月

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

１
時
間
ほ
ど
の
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。　
　
　
　
　
　

室
内
合
奏
団　
　
　

団
長　

関
谷  

祐
香

ハ
ー
ト
フ
ル

       

コ
ン
サ
ー
ト

H e a r t  f u �  c o n c e r t

石坂公成先生による
特別講演会を開催

医療安全管理に関する
講演会

　医学部は、日本といわず世界の頭脳
で本学特別招聘教授及び本学部客員教
授として委嘱を受けておられる石坂公
成先生から、本学部学生の学習意欲・
モチベーション向上のきっかけとなる
よう、先生が所蔵しておられる国内外
で受賞された貴重な品々を寄贈いただ
けることとなりました。
　これを記念して、石坂先生による特
別講演会が12月4日（水）に医学部全
学生を対象に開催されました。
当日は、医学部学生や教職員など約
800名の参加があり、医学部大講義室
のほか複数会場に映像を配信して行わ

れました。石坂先生から、「教えられ
たこと、伝えたいこと」と題して、戦
争中に学生生活を送った経験や免疫化
学の道に進んだきっかけ、米国での研
究への取組み、恩師との思い出やエピ
ソードなどについて述べられ、自然科
学、基礎医学研究者として、学生に対
して熱いメッセージを送られました。
今回の特別講演会は、全国の医学生の
財産として、映像をDVDに収録し、全
国の医系大学にお届けする予定です。

　医療安全管理部では、大学病院にお
けるリスクマネージメントの重要性を
理解し、医療事故等を未然に防止する
ため、職員に対して医療安全管理に関
する講演会を毎年開催しています。
　平成25年度は、現在盛んに議論され
ている医療事故調査をテーマに、7月8
日には全国医学部長病院長会議「大学
病院における医療事故対策委員会」委
員長で昭和大学病院の有賀徹院長を講
師に迎え、「医療事故の調査について
－全国医学部長病院長会議の考え方な
ど－」と題したご講演をいただきまし
た。更に、7月24日には、前述の委員

会の初代委員長であった嘉山孝正学長
特別補佐に、「国の医療事故調査委員
会創設での医師及び看護師への影響」
と題して、医療安全制度の歴史や国の
医療事故調査制度の内容について分か
り易くご講演いただきました。また11
月26日には、佐藤慎哉医療安全管理部
長が今回行った「医療事故防止対策マ
ニュアル」の改訂ポイントについて講
演を行っています。　　　
　これらの講演を通じて、職員の医療
安全に対する意識が益々高まることを
期待しています。

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ド
ク
タ
ー
認
定
証
授
与
式

　

平
成
26
年
１
月
20
日
（
月
）
、
山

形
大
学
医
学
部
大
講
義
室
に
お
い

て
、
「Student 

D
octor

認
定
証
授

与
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

「Student 
D
octor

」
と
は
、
共
用

試
験
（C

BT, 
O
SC
E

）
及
び
全
て

の
移
行
試
験
の
判
定
に
合
格
し
た
４

年
生
に
対
し
て
山
形
大
学
医
学
部
と

し
て
認
定
す
る
も
の
で
、
本
学
が
全

国
に
先
駆
け
て
導
入
し
今
年
で
６
年

目
に
な
り
ま
す
。
（
今
年
度
は
ト
ラ

イ
ア
ル
で
は
あ
り
ま
す
が
、C

BT

は

全
国
一
律
の
合
格
ラ
イ
ン
に
則
り
、

ま
た
、
合
格
者
に
は
全
国
医
学
部
長

病
院
長
会
議
か
ら
合
格
証
明
書
が
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
）

　

臨
床
実
習
に
入
る
学
生
に
自
覚
と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
と
と
も

に
、
実
習
中
に
学
生
が
医
行
為
を
す

る
こ
と
に
対
し
て
、
医
学
部
と
し
て

学
生
の
質
を
保
証
・
担
保
し
、
社
会

に
対
し
て
大
学
と
し
て
の
姿
勢
や
責

任
を
示
す
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
患
者
さ
ん
に
も

（
一
般
社
会
に
も
）
自
分
達
が
、
あ

る
い
は
地
域
全
体
で
若
い
医
師
を
育

て
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
ね
ら
い
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
嘉
山
学
長
特
別
補
佐
、

山
下
医
学
部
長
、
久
保
田
附
属
病
院

長
、
各
講
座
の
教
授
、
指
導
教
員
並

び
に
附
属
病
院
の
看
護
部
長
と
師
長

が
列
席
す
る
中
、
上
記
試
験
に
無
事

合
格
し
た
４
年
生
１
２
５
名
が
白
衣

に
身
を
包
ん
で
参
加
し
ま
し
た
。
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
、
嘉
山
学
長
特
別

補
佐
並
び
山
下
医
学
部
長
の
あ
い
さ

つ
及
び
上
野
教
務
委
員
長
か
ら
の
趣

旨
説
明
の
後
、
学
生
代
表
で
あ
る
柳

谷
稜
さ
ん
に
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
久
保
田
附
属
病
院

長
、
那
須
看
護
部
長
か
ら
、
学
生
へ

の
期
待
、
実
習
中
の
心
が
ま
え
等
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

学
生
は
、
こ
れ
ま
で
４
年
間
の
座

学
で
学
ん
だ
医
学
的
な
基
礎
知
識
を

基
に
い
よ
い
よ
臨
床
の
現
場
に
お
い

て
実
習
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

後
1
年
半
に
わ
た
る
長
い
臨
床
実
習

の
間
に
医
学
生
と
し
て
も
人
間
と
し

て
も
大
き
く
成
長
し
て
、
将
来
の
医

学
・
医
療
を
担
う
多
く
の
人
材
が
育

つ
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ナ
ー
ス
認
定
証
授
与
式

　

山
形
大
学
医
学
部
看
護
学
科
で
は

平
成
25
年
８
月
26
日
にStudent 

N
urse

４
期
生
の
認
定
証
授
与
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
実
習

前
に
実
技
試
験
を
行
い
、
知
識
だ
け

で
な
く
実
践
能
力
が
一
定
の
水
準
に

達
し
た
学
生
に
こ
の
称
号
を
与
え
、

附
属
病
院
に
お
い
て
実
習
す
る
こ
と

を
許
可
す
る
も
の
で
す
。
学
生
の
実

習
に
対
す
る
自
覚
を
高
め
、
指
導
に

当
た
る
教
員
や
看
護
師
の
意
識
を
高

め
、
学
生
実
習
に
対
す
る
大
学
の
責

任
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

実
技
試
験
で
は
附
属
病
院
看
護
部

の
方
々
に
外
部
評
価
者
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
評
価
後
に
は
実
践
的
な
助

言
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
学
生
か

ら
は
「
病
棟
で
は
こ
う
し
た
方
が
い

い
と
教
え
て
も
ら
っ
た
」、「
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
た
が
、
や
さ
し
く
指

導
・
指
摘
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
」
等
の
意
見
が

聞
か
れ
て
い
ま
す
。
実
習
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
約
60
％
の
学
生
が
実
習

中
の
「
自
己
学
習
」
や
「
基
本
的
な

看
護
行
為
」
を
十
分
行
っ
た
と
答
え
、

制
度
導
入
後
学
生
が
一
層
勉
強
に
励

む
よ
う
に
な
り
、
教
員
や
指
導
者
の

意
識
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

とほぼ同じ時期から始められていました。しか

しながら、保険診療で使える医療機器になった

のはまだ最近のことで、我々も日々の臨床検査

を通して研鑽を続けています。PET-CT検査はCT

やMRIのような、病気の形をみる形態画像検査と

は異なり、機能や代謝を評価する機能画像検査

です。CTの多列化やMRIの高磁場化など形態画

像機器の進歩は顕著ですが、PET機器の進歩にも

目を見張るものがあります。形態画像検査にPET

検査のような機能画像検査を加える事で、より

多くの情報が得られます。PET-CTが少しでも患

者さんの診療に役立てるよう、先生方のご支援

をお願い申し上げます。
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H e a l t h  &  S a f e t y  i n f o r m a t i o n

重粒子線がん治療装置の研究開発について

※

次
頁
へ
つ
づ
く

　

現
在
稼
働
中
の
日
本
の
重
粒
子
線
が

ん
治
療
装
置
は
、
千
葉
県
（
重
粒
子
医

科
学
セ
ン
タ
ー
病
院
）
、
群
馬
県
（
群

馬
大
学
重
粒
子
線
医
学
研
究
セ
ン

タ
ー
）
、
兵
庫
県
（
兵
庫
県
立
粒
子
線

医
療
セ
ン
タ
ー
）
、
佐
賀
県
（
九
州
国

際
重
粒
子
線
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
）
の

４
施
設
で
あ
り
、
神
奈
川
県
（
県
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
i-

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
）
で
１
施
設

を
現
在
建
設
中
で
す
。
こ
の
た
め
、
現

在
、
東
北
地
域
は
重
粒
子
線
が
ん
治
療

装
置
の
空
白
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
形
大
学
で
は
、
こ
う
し
た
点
や
重

粒
子
線
が
ん
治
療
の
優
れ
た
特
長
、
治

療
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
、
山
形
モ
デ
ル

の
重
粒
子
線
が
ん
治
療
装
置
の
附
属
病

院
敷
地
内
へ
の
早
期
の
設
置
・
治
療
開

始
（
平
成
27
〜
29
年
度
：
施
設
整
備
、

平
成
30
年
度
中
：
治
療
開
始
）
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

山
形
モ
デ
ル
の
重
粒
子
線
が
ん
治
療

装
置
は
、
よ
り
一
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
実
現
し
、
敷
地
面
積
の
狭
い
都
市
総

合
病
院
へ
の
接
続
を
可
能
と
す
る
設
計

と
し
、
国
内
外
へ
の
普
及
・
輸
出
も
期

待
さ
れ
る
次
世
代
型
の
「
エ
コ
型
・
総

合
病
院
接
続
型
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施

設
」
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
は
、

①
治
療
に
必
要
な
時
だ
け
装
置
を
動
か

す
最
適
な
運
転
方
法
の
確
立
に
よ
る

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
、

②
装
置
の
キ
ュ
ー
ブ
型
配
置
（
立
体
的

配
置
）
の
採
用
、
装
置
の
小
型
化
等

に
よ
る
「
省
ス
ペ
ー
ス
」
、

③
最
新
の
重
粒
子
線
照
射
法
（
ス
キ
ャ

ニ
ン
グ
照
射
法
）
の
採
用
に
よ
る
患

者
ご
と
に
作
成
す
る
重
粒
子
線
調
整

用
器
具
（
治
療
後
廃
棄
物
に
な
る
）

な
ど
を
な
く
し
て
し
ま
う
「
廃
棄
物

ゼ
ロ
」
、

④
運
転
・
保
守
点
検
の
自
動
化
等
に
よ

る
「
容
易
な
操
作
性
・
効
率
的
な
保

守
管
理
」
、

の
４
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
山
形
モ
デ
ル
の
具
体
的
な
コ
ン

セ
プ
ト
を
確
立
す
る
た
め
の
技
術
開
発

及
び
東
北
地
域
の
医
療
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
整
備
の
た
め

の
予
算
と
し
て
、
平
成
24
年
度
と
平
成

25
年
度
の
補
正
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
約
10

億
円
、
文
部
科
学
省
か
ら
措
置
さ
れ
、

技
術
開
発
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

山
形
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
た
め
の
技

術
開
発
等
に
あ
た
っ
て
は
、
三
菱
電
機

株
式
会
社
、
株
式
会
社
東
芝
を
共
同
研

究
業
者
と
し
て
選
定
し
、
平
成
25
年
７

月
か
ら
山
形
モ
デ
ル
の
確
立
の
た
め
の

共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
」
の
研
究
と

し
て
、
重
粒
子
線
を
高
速
に
加
速
す
る

シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
用
電
磁
石
や
、
高
速

の
重
粒
子
線
を
治
療
室
ま
で
導
く
た
め

の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ム
輸
送
系
偏
向

電
磁
石
の
実
験
装
置
を
用
い
て
、
治
療

に
必
要
な
時
だ
け
最
適
な
運
転
を
行
い

一
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
可
能
と
す
る

た
め
の
技
術
開
発
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

学
内
の
推
進
体
制
と
し
て
は
、
嘉
山

孝
正
学
長
特
別
補
佐
を
室
長
と
す
る

「
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
設
置
準
備

室
」
（
平
成
24
年
４
月
設
置
）
に
放
射

線
医
学
総
合
研
究
所
、
東
京
大
学
な
ど

か
ら
専
任
教
員
３
名
（
教
授
２
名
、
准

教
授
１
名
）
が
着
任
・
配
置
さ
れ
、
理

学
部
と
も
連
携
し
て
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
重
粒
子
線
が
ん

治
療
の
研
究
機
関
で
あ
る
放
射
線
医
学

総
合
研
究
所
な
ど
の
研
究
者
と
も
頻
繁

に
会
議
や
情
報
交
換
を
行
い
、
効
率
的

か
つ
着
実
な
研
究
推
進
の
た
め
の
連
携

に
努
め
て
い
ま
す
。

25．3．31　准教授　医療情報部 高橋　和榮　定年退職（無職へ）
25．3．31　教授　基礎看護学講座 田中　幸子　退職（東京慈恵会医科大学へ）
25．3．31　講師　救急医学講座 篠崎　克洋　退職（山形市立病院済生館へ）
25．3．31　講師　第一外科 磯部　秀樹　退職（山形済生病院へ）
25．3．31　講師　第二外科 吉村　幸浩　退職（東京都立小児総合医療センターへ）
25．3．31　講師　脳神経外科 加藤　直樹　要請退職（山形県立新庄病院へ）
　……………………………………………………………………………………………………………………………
25．4．1　  プロジェクト教員（教授）（個別契約任期付教員）　先端分子疫学研究所（GCOE）
　　　　　　　　　　　　　　　  田宮　　元　25.3.31限り雇用期間満了退職（プロジェクト教員へ）
25．4．1　  プロジェクト教員（講師）（個別契約任期付教員）　先端分子疫学研究所（GCOE）
　　　　　　　　　　　　　　　  金子　美華　25.3.31限り雇用期間満了退職（東北大学へ）
25．4．1　  （仙台市医療センター仙台オープン病院）
　　　　　　　　　　　　　　　  片岡ひとみ　採用　教授　基礎看護学講座
25．4．1　  （山形市立病院済生館） 那須　　隆　採用　講師　耳鼻咽喉科
25．4．1　  プロジェクト教員（教授）（個別契約任期付教員）　先端分子疫学研究所（GCOE）
　　　　　　　　　　　　　　　  田宮　　元　採用　プロジェクト教員（教授）（個別契約任期付教員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ゲノムコホート医学教育ユニット～25.6.30
25．4．1　  助教　第二外科 内田　徹郎　昇任　講師　第二外科
25．4．1　  助教　麻酔科 山川真由美　昇任　講師　疼痛緩和医療部
25．4．1　  教授　薬剤部 白石　　正　任期更新～30.3.31
25．4．1　  准教授　生理学講座 山崎　良彦　任期更新～30.3.31
25．4．1　  准教授　皮膚科学講座 片桐　美之　任期更新～30.3.31
25．4．1　  准教授　薬剤部 豊口　禎子　任期更新～30.3.31
25．4．1　  講師　第一内科 渡邉　　哲　任期更新～30.3.31
25．4．30　准教授　救急医学講座 伊関　　憲　退職（福島県立医科大学へ）
　……………………………………………………………………………………………………………………………
25．5．1　  講師　脳神経外科 櫻田　　香　25.4.30限り任期満了退職（山形済生病院へ）
25．5．1　  講師　集中治療部 中根　正樹　昇任　准教授　救急医学講座
25．5．1　  助教　腎泌尿器外科学講座 
　　　　　　　　　　　　　　　  一柳　　統　昇任　講師　泌尿器科
　……………………………………………………………………………………………………………………………
25．6．1　  准教授 臨床看護学講座　武田　洋子　配置換　准教授 看護部（キャリア発達支援事業）～25.9.30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    兼務命　看護部　看護師
　……………………………………………………………………………………………………………………………
25．7．1　  プロジェクト教員（教授）（個別契約任期付教員）　ゲノムコホート医学教育ユニット
                                                                    田宮　　元　25.6.30限り雇用期間満了退職
25．7．1　  講師　放射線診断科  鹿戸　将史　復職
　……………………………………………………………………………………………………………………………
25．8．16   （東京大学）                            岩井　岳夫　採用　プロジェクト教員（准教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（個別契約任期付教員）放射線腫瘍学講座～26.3.31
　……………………………………………………………………………………………………………………………　
25．9．1　  講師　基礎看護学講座　  石田　陽子　任期更新～30.8.31
25．9．30　准教授　生化学・分子生物学講座 
　　　　　　　　　　　　　　　  伊藤　純一　退職（東北中央病院へ）
　……………………………………………………………………………………………………………………………
25．10．1　准教授　看護部 武田　洋子　配置換　准教授　臨床看護学講座（キャリア発達支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業終了）  兼務免　看護部　看護師
25．10．1　教授　解剖学第二（組織細胞生物学）講座
　　　　　　　　　　　　　　　  後藤　　薫　任期更新～30.9.30
25．10．1　教授　内科学第一（循環・呼吸・腎臓内科学）講座 
　　　　　　　　　　　　　　　  久保田　功　任期更新～30.9.30
25．10．1　教授　内科学第三（神経・内分泌代謝・血液内科学）講座
　　　　　　　　　　　　　　　  加藤　丈夫　任期更新～30.3.31
25．10．1　教授　生化学・分子生物学講座
　　　　　　　　　　　　　　　  藤井　順逸　任期更新～30.9.30
　……………………………………………………………………………………………………………………………
26．1．1　  助教　画像医学講座 朽木　　恵　昇任　講師　放射線診断科
26．1．1　  教授　遺伝子実験施設 中島　　修　配置換　教授　メディカルサイエンス推進研究所
26．1．1　  准教授　動物実験施設 大和田一雄　配置換　准教授　メディカルサイエンス推進研究所
26．1．1　  准教授　教育研究支援センター 
　　　　　　　　　　　　　　　  佐藤道比古　配置換　准教授　メディカルサイエンス推進研究所
26．1．1　  教授　外科学第二（循環器・呼吸器・小児外科学）講座
　　　　　　　　　　　　　　　  貞弘　光章　任期更新～30.12.31
　……………………………………………………………………………………………………………………………
26．2．1　  教授　臨床看護学講座 横山　浩之　任期更新～31.1.31
　……………………………………………………………………………………………………………………………
26．3．31　教授　小児科学講座 早坂　　清　定年退職（未定へ）
26．3．31　准教授　解剖学第一（形態構造医学）講座
　　　　　　　　　　　 白澤　信行　定年退職（無職へ）
26．3．31　教授　産科婦人科学講座 倉智　博久　退職（大阪府立母子保健総合医療センターへ）
26．3．31　教授　医薬品医療機器評価学講座
　　　　　　　　　　　　　　　  松田　　勉　退職（興和株式会社へ）
26．3．31　准教授　小児科学講座 鈴木　　浩　退職（開業へ）
26．3．31　准教授　手術部 木村　青史　退職（天童市民病院へ）
26．3．31　講師　放射線診断科 朽木　　恵　退職（東北中央病院へ）
26．3．31　准教授  地域看護学講座 鈴木　育子　退職（山形県立保健医療大学へ）
26．3．31　講師　基礎看護学講座 平賀　愛美　退職（無職へ）
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　本院では、医療の質の向上を目的として平
成１６年２月にＩＳＯ９００１を取得しました。ＩＳＯ
の要求事項を満たすため、毎年各部門におい
て品質目標と、その達成に向けた活動計画を
立案し、目標達成に向けて職員一丸となって
取り組んでおります。ＩＳＯを維持するための活
動として、新任ＩＳＯ推進委員に対する説明
会、事務局会議、内部監査員養成研修、内部
監査事前説明会、ＰＤＣＡサイクル事例発表
会等を開催するとともに本院の品質マネジメ
ントシステムがＩＳＯの要求事項を満たしている
かを明確にするため、定期的に内部監査を実
施して、是正、改善を行っています。
　また、品質マネジメントシステムを改善または

変更する必要性がないか、品質方針・品質目
標を変更する必要性がないかを検討するため
に、原則として年２回のマネジメントレビューを
実施しています。その他に、外部審査機関に
よる審査も１年に１回実施されています。これ
らの活動を通じて、品質マネジメントシステムの
維持、発展に努めています。

編集後記
　2020年の東京オリンピック・パラリンピックの開催が決定した2013年。
今年の２月に開催されたソチオリンピックでの感動も記憶に新しく、６年
後、どんなドラマが繰り広げられるのか、今からワクワクしてしまいます。
　さて、本号では、重粒子線がん治療装置を主なトピックスとして、在宅
医療・在宅看護や先端医療の紹介、さらには年間を通した様々な行事等に
も触れられておりますので、山形大学医学部・附属病院の取り組みをご理
解いただければ幸いです。中でも、平成１７年度より開始された病院の再
整備計画における改修工事については、来院される方々の一番の関心事か
と思います。外来・中央診療棟の改修工事は、今年度中にも完了する予定
となっておりますので、今後も引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願い
致します。
　新年度がスタートして２カ月が過ぎようとしていますが、日々変化し続け
る医療ニーズへの対応、そして、本院の基本理念である「人間性豊かな信
頼の医療」を実践すべく、どこまでも患者様と寄り添えるよりよい病院であ
り続けるため、教職員一同、新たな気持ちで邁進してまいります。

（総務課　宮崎安由美）

高橋　俊二 先生　輸血・細胞治療部
第14回日本輸血・細胞治療学会東北支部輸血医学賞（功労賞)………… 平成25年3月

今田　恒夫 先生　内科学第一講座
2012年度日本内科学会「Awards for Outstanding Reviewers」………平成25年5月

中村　和幸 先生　小児科
第55回日本小児神経学会学術総会最優秀演題賞……………………………平成25年5月
30th International Epilepsy Congress Gold Poster Award……………平成25年6月

門脇　心平 先生　内科学第一講座
第156回日本循環器学会東北地方会Young Investigator’s Award優秀賞（研究発表部門）平成25年6月

二階堂まり子 先生　皮膚科
第112回日本皮膚科学会総会ポスター賞…………………………………… 平成25年6月

西塚　弘一 先生　眼科
26th International Congress of German Ophthalmic Surgeons…… 平成25年6月

成味　太郎 先生　内科学第一講座
ECI Travel Award for 2013 ISHR World Congress………………………平成25年7月

今田　恒夫 先生　内科学第一講座
(財)地域医学研究基金「腎疾患と高血圧研究会」平成25年度研究賞……平成25年7月

和根崎　真大 先生　第一内科
第33回心筋梗塞研究会　YIA優秀賞…………………………………………平成25年7月

菅原　正登 先生　整形外科
第46回日本整形外科学会・骨軟部腫瘍学術集会優秀ポスター賞…………平成25年7月

佐藤　幸子 先生　臨床看護学講座
日本看護研究学会奨励賞………………………………………………………平成25年8月

佐藤　志保 先生　臨床看護学講座
日本看護研究学会奨励賞………………………………………………………平成25年8月

平山　敦士 先生　第一内科
第61回日本心臓病学会学術集会専門修練医奨励賞…………………………平成25年9月

倉智　博久 先生　産科婦人科学講座
日本女性医学学会学会賞 ……………………………………………………平成25年10月

惣宇利　正善 先生　分子病態学講座
臨床薬理研究振興財団第6回研究大賞………………………………………平成25年11月

柴田　陽光 先生　第一内科
第22回Pneumo Forum賞……………………………………………………平成25年11月

成味　太郎 先生　内科学第一講座
American Heart Association Scientific Sessions 2013 NewInvestigator Award Finalist 平成25年11月

大瀧陽一郎 先生　内科学第一講座
The Japanese Heart Failure Society Young Investigator’s Award 2013優秀賞（基礎）… 平成25年11月

早坂　清 先生　小児科学講座
日本先天代謝学会学会賞……………………………………………………平成25年11月

本多　勇希 先生　内科学第一講座
第157回日本循環器学会東北地方会Young Investigator’s Award優秀賞（研究発表部門）… 平成25年12月

桐井枝里子 先生　眼科
山形大学優秀教育者賞………………………………………………………平成25年12月

平山　敦士 先生　第一内科
Nagoya Chronic Kidney Disease Frontier Investigators Award（Poster session, Clinical）平成26年2月

山谷　日鶴 先生　産科婦人科
山形大学医学会学術奨励賞……………………………………………………平成26年2月
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山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
お
い
て

重
粒
子
線
が
ん
治
療
装
置
研
究
棟
稼
働
。

学会賞等
受   賞

Congr at ul ations

　

粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
を
代
表
と
す

る
希
少
な
高
度
放
射
線
治
療
機
器
等
の

広
域
的
な
有
効
利
用
を
実
現
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
東
北
６
県
の
大
学
病
院
、

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
関
連
病
院

間
の
医
療
情
報
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
（
図
１
）

　

粒
子
線
を
持
た
な
い
遠
方
の
病
院
か

ら
、
患
者
の
移
動
を
伴
わ
ず
に
粒
子
線

治
療
の
適
用
検
討
や
相
談
が
行
え
る
よ

う
に
、
電
子
カ
ル
テ
の
相
互
参
照
や
Ｔ

Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
応
用
し
た
「
放
射

線
治
療
遠
隔
支
援
装
置
」
を
整
備
し

て
、
東
北
一
円
の
医
師
to
医
師
に
よ
る

「
遠
隔
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

広
大
な
面
積
を
持
ち
人
口
密
度
の
低

い
東
北
地
域
に
お
い
て
、
患
者
さ
ん
が

遠
方
の
病
院
へ
移
動
す
る
負
担
は
大
き

く
、
こ
れ
を
軽
減
す
る
こ
と
は
患
者
さ

ん
の
身
体
的
・
経
済
的
負
担
を
軽
減
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
治
療

実
行
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
が
ん

克
服
ま
で
の
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
山
形
大

学
医
学
部
に
事
務
局
を
置
く
、
「
東
北

が
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
呼
び
か
け
に

よ
り
推
進
さ
れ
て
お
り
、
平
成
26
年
５

月
の
段
階
で
58
医
療
機
関
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

以
上
の
通
り
、
重
粒
子
線
が
ん
治
療

装
置
の
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
敷

地
内
へ
の
早
期
の
設
置
・
治
療
開
始
に

向
け
た
活
動
を
推
進
し
、
が
ん
医
療
の

高
度
化
・
普
及
、
人
材
交
流
・
育
成
に

向
け
て
よ
り
一
層
ま
い
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
各
地
域
の
関
係
医
療
機
関
や

各
地
域
に
お
住
い
の
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
・
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

重粒子線治療施設（イメージ図）

※所属については、受賞時のものである。


